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適切な教育課程が編
成され、学習目標・計
画が明示され、日常の
学習活動を効果的に
展開する。

教育課程、学習目標・
計画・指導、課題実
施、学習状況把握

高校との情報の共有
化を図れる状況に改善
はしてきているもの
の、まだ双方の状況を
十分に相互理解するま
でには至っていない。
義務教育段階の中学
と高校の違いはあって
も、譲歩と理解をする
意識を持ち議論を進め
ていく体制を作る。

第3期生を高等学校に
送り出すにあたり、高
校側と会議体も一緒に
運営するようにし、情
報共有がしやすい環境
にした。進路に関して
は、3期生を個々の生
徒にあった学科選択で
送り出すことができた。

高校との情報の共有
化を図れる会議体・組
織体に改善はしてきて
いるが、まだ十分な相
互理解するまでには
至っていない。中学の
完成年度を迎え、物事
のとらえ方に関する意
識のギャップは、少し
ずつ解消されてはいる
ものの課題は残されて
いる。

会議体の組織構成を
考えつつ、双方の入れ
調整を確実に行えるメ
ンバーによるディスカッ
ションの場を確実に儲
けること。進路に関して
は、静岡北高等学校の
魅力を、在校生に深く
浸透させていく手段を
考えることが必要。

次年度の取組

設定された教育目標に
そい学校経営計画書
が作成され、それに基
づいた教育活動を展開
する。

教育目標、学校経営計
画書、教育活動

言語技術やCASEの授
業において、本校に
あった形のものがプロ
グラムとしてまとめ上
げられたり展開された
りしているが、担当教
員のスキルに頼るとこ
ろにとどまっているの
で、中学教員間でノウ
ハウを共有すること
で、より発展させてい
く。

ＳＳＨ活動の中で、各
教科において、開発し
てきた手法を活かす工
夫がなされたり、担任
主導のディベートを取
り入れたりするなど、
多くの教員が関わった
点は評価される。

言語技術やCASEの授
業において、本校独自
のまとめあげたプログ
ラムに関して、特に
CASEについては、第2
学年における数学領域
での統計処理の分野
で、さらなる発展性を
持たせたオリジナルテ
キストを開発すること
ができた。

他校にはない本校にお
ける特異性を持った教
育において、オリジナ
ル性をさらに高めてい
く。また、SSZ活動にお
いては、実践的な英語
力を強めていくことを考
えていく。

成果と課題ねらい 評価項目 達成目標 昨年度の実績

4　目標生徒数を達成する

学校説明会などの参
加者数は、前年を大幅
に上回ったものの、学
則定員である６０人の
入学者を獲得できず、
５１人の入学者となっ
た

魅力ある学校づくりを
しつつ、それを効果的
にPRするためにも、従
来行ってきた以外の施
策を考えた広報活動を
することで、将来静岡
北高校の中心的な存
在として活躍する人材
を獲得する。

5　学校経営方針を実現するための教育活動の展開及び教育環境を構築する

SSZ活動などにおいて
は、研究助成金をとる
ことができ、キャリア教
育に関しても、先輩た
ちの活動を常に見るこ
とができ、自己の将来
をイメージすることがで
きた。

電子黒板・デジタル教
科書を有効活用する授
業展開を幅広い教科で
の実践を行う。また、
校内ネットワークを活
用した、教育手法につ
いても研究していく。

2　法人内連携教育の強化を図る

SSZ活動で静岡理工科
大学でのインセンティ
ブレクチャーは効果的
であり、静岡理工科大
学にて実施した研修に
よって意識が高まっ
た。

中学と高校といった連
携の事だけを考えるの
ではなく、専門学校や
大学とのさらなる連携
の在り方を考えていく
ことが求められる。

3　国際化教育の充実を図る

SKYSEF、サイエンスス
フィアによって生徒達
の意欲が高まった。ま
た、スカイプを用いた、
オーストラリアとの交流
や、訪日した台湾の中
学生との交流で、国際
化教育を深めた。

国際課教育を行うため
の機会考えて設けると
共に、そうした時に、自
ら積極的に海外の生
徒たちとの間でコミュニ
ケーションを取ろうとす
る意識を、生徒に持た
せることが必要。

今年度の重点目標 成果と課題 次年度の取組

1　教育力強化策を推進する

中高一貫の６年の教育
体制の学習システムや
プログラムについて、
修正、補強、改善を
行った。SSZ活動に関
しては、学年ごとのプ
ログラムを実施し、社
会的評価を受ける活動
を行った。

教員のさらなるスキル
アップの向上が求めら
れ、時代に即応した教
育スタイルを発信して
いくことが必要。

平成２７年度　自己評価（結果）

学校法人静岡理工科大学　静岡北中学校 廣住雅人

学校教育目標 将来のScienceとSocietyを牽引できる存在感と思慮深さを持った人材の育成

【総合評価】
総合的には、評価3ということで、各項目を個別にみていく
と、すべての目標が達成されたわけではないものの、ほぼ
設定目標は達成されたと判断できる。開校以来6年が経過
し、第一期生も高校を卒業し、個々の生徒たちが自己の目
標に見合った進路決定ができたことも、本校の評価を高め
ていく指標となると考える。学則定員を充足させる目標は達
成できなかったが、今後も在校生のみならず、内進生として
静岡北高等学校に進学した生徒たちが、確固たる成果を残
してくれることで、本校の評価を高めることを期待したい。

教育方針 将来、科学技術に夢と希望をもち、創造性豊かな人材育成の基礎をつくる
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施設設備の美化と定
期的な点検を確実に行
い安全管理に努め、生
徒たちにしっかりとした
学習環境を整備する。

効果的な施設利用と環
境美化、施設・設備の
点検、学習環境の整
備、図書館の活用

今後の教育活動の中
で、本校がスタートした
時点で持っていたICT
教育のさらなる発展形
態を考える。そのため
にも、ICT教育の現状
と将来展望をかんがみ
ながら、本校としての
提案と環境整備をして
いく。

日常生活における読書
のための図書館利用、
プレゼンテーション能
力向上のためのパソコ
ン教室利用、SSH活動
における理科室の活用
等、様々な学校施設
を、各教育活動におい
て有効に活用できた。
また、懸案であった1年
生の教室配置を変更
できた。

本校がスタートした時
点で持っていたICT教
育のさらなる発展形態
を考えることについて
は、積極的に実践を
行った。各教室の環境
整備に関しても、有線
ではあるが、教室内で
ネットワークが利用で
きる環境は整備でき
た。

高校と一緒に、校内
ネットワーク環境が整
備されるので、これを
生かした教育活動の展
開に関して検討する。

得意技能を持った方を
講師として招き、キャリ
ヤ教育的な側面や心
の教育の側面から、生
徒を育てていくことを試
みる。

学校の教育内容が問
われる時代、教職員の
資質向上が常に求め
られるので、計画的か
つ時代が求める教師と
なっていくための研修
を的確に実施し、各教
職員が個々のスキル
を上げていく体制作り
をする。また、研修内
容を共有化していくた
めのシステム作りをし
ていく。

計画的な研修体制の
確立、郊外研修への参
加、研修報告会の実施

学習成果に対する外
部からの客観的な評
価を聞く機会を作ると
共に、外部研修に出て
いけるように、時間と
人的な問題をクリアし
ながら進めていく。

学習に関する取り組み
に関する分析・検討を
定期的に行いながら、
生徒の学力向上のた
めに、自分たちが次に
何を目標としていくべき
かを、常につかんでい
る状態を作っていくこと
は心がけていた。しか
し、日常業務の多忙さ
とスタッフの数が少な
いこともあり、外部研修
に出て研鑽をつむ機会
が持てなかった。

入試広報における学校
見学・説明会などにお
いて学習成果に対する
外部からの高い評価を
得ることはできた。外
部研修への参加につ
いても、極力時間と人
的な問題をクリアしな
がら進めたが、人的な
制約から著しく参加数
を伸ばすまでには至ら
なかった。

中学校設置の際の原
点に返り、改めて本校
におけるICT教育の在
り方がどうあるべきか
を、実践を行いつつ検
討する。また、ワイ
ファィ対応の校内ネット
ワーク環境が整ってい
く中で、どのような教育
手法が考えられるのか
を考えていく。

学校を支えてくれる保
護者の会や外部団体
との連携を強化し、学
校運営を側面から支援
してくれる組織の意見
を受け入れながら、更
なる本校の発展を目指

す。

保護者の会との情報
交換、学校運営に対す
る外部団体の参画、外
部要望の学校運営に
対する反映、保護者に
対する協力依頼

大人社会だけを対象と
した地域からの評価だ
けでなく、地元の小学
校との交流活動などを
通じて、本校の存在を
地域において強く出せ
るような努力をしてい
く。

SSH活動を通して、行
政や地域とのコラボ
レーションをする機会
を多く持つことができ
た。その結果、徐々に
ではあるが地域に根差
した学校となる基盤は
できた。

県・市とコラボレーショ
ンした環境保全に関す
るボランティア及び研
究活動には積極的に
参加することで、地域
との関係を密接にし、
社会的な評価を高め
た。しかし、小学生徒
の交流については、内
部での広報活動にとど
まった。

高校と連携し、今後の
中期的な視野の中で、
学校返還をどのように
推し進めていくかのビ
ジョンを持っていくこと
を検討する。

生徒の健康管理のた
めの検診計画を作成・
実行し、疾病者に対す
る治療勧告を確実に行
う。また部活動の活性
化を図る。

検診計画、健康管理指
導、運動部・文化部の
活性化

生徒の健康留意点に
関しては、全教職員で
共通理解をしている状
況を持つ。また、部活
動に関しては、今まで
の成果以上のものを常
に求める意識を持ち活
動していく。

生徒の健康管理につ
いては、養護教諭と担
任との情報共有はでき
ていたものの、教科担
当まで伝わっていない
ケースが若干みられ
た。空手道部は男女と
も全国大会出場し、女
子団体は準優勝した。
バドミントン部も県大会
出場した。

生徒の健康等の留意
点に関しては、全教職
員で共通理解をするよ
う情報の共有化に極力
務め、図ることができ
た。また、部活動に関
しては、全国大会に出
場したり、市内ではあ
るが強化指定選手に
選抜される生徒も出て
きた。

生徒の健康管理に関
する情報・対応につい
ての教職員間での情
報共有体制を維持す
る。また、突発的なこと
に関する報告体制を
しっかりとさせる。部活
動に関しては、生徒た
ちが部活動に集中して
取り組めるようなバック
アップをする。

組織的な校務分掌体
制を整え、規律をもっ
て教職員が服務を全う
しする。また計画的な
予算編成を中長期的
な観点を考え行い、日
常の経理業務を正しく
管理する。加えて個人
情報に関する管理、公
文書管理を適切に行な
う。さらに保護者・地域
と連携した活動を展開
する。

効果的な学校運営体
制の確立、組織的な校
務分掌体制、規律正し
い勤務体制、連携した
危機管理体制、計画的
な予算執行、中長期計
画の編制及び遂行、経
理業務の管理、個人情
報保護、公文書の管
理、情報収集体制の確
立と効果的な活用

会議体は必要なものだ
けに精査し、どの会議
がどういった性格のも
のであるかを教職員が
共通理解し、それぞれ
の会議に全員で臨む。

高校と運営委員会・職
員会議を合同で行うよ
うに会議形態を変化さ
せ、中学での案件は、
中学部会で検討したう
えで、運営会議に諮っ
ていくといったスタイル
に変えていくことで、高
校教員との情報共有
を、しやすい会議形態
に移行したが、中学の
意見が反映されていな
いといった意見も残っ
ている。

会議体は必要なものだ
けに精査し、どの会議
がどういった性格のも
のであるかを教職員が
共通理解し、それぞれ
の会議に全員で臨むこ
とができた。

中学だけでなく、高等
学校とも方針をすり合
わせ、有事の際への連
絡方法などに関して、
システム構築を検討す
ることが求められる。

学校の方針に基づい
た進路指導を展開し、
個々の生徒の進路希
望に即した緻密な指導
を実行する。また、本
校独自のキュリア教育
を実施する。

学校の方針に基づく進
路指導、生徒への情報
提供、個々の生徒への
対応、

高校との情報共有化
に関しては、中学側と
高校側でのギャップを
解消する。中学校の実
態に即した進路指導体
制を進めていくのか、
中学から進学する生徒
を6年でどう育てるか
を、さらに踏み込んで
検討する。

昨年度までの反省に
基づき、3年生の進路
指導のスケジュールに
関しては、予定通りの
会議を組み、高校と情
報交換をしながら、3年
部は個々の生徒に見
あった学科選択をさせ
ることができた。しか
し、いまだ高校との意
識差があった。

高校との情報共有化
に関しては、中学側と
高校側でのギャップの
解消については改善さ
れた。中学校の実態に
即した進路指導体制を
進めていくのか、中学
から進学する生徒を6
年でどう育てるかを、さ
らに踏み込んで検討
し、本校が求める生徒
像を明確にした。

個々の生徒に対して、
早期段階から将来の
職業観を意識させる
キャリア教育を充実さ
せる。また、静岡北高
等学校進学の際に、生
徒の適性を十分に考
慮したうえで、高校入
学後の学習体制が見
極められるような進路
指導をしていく。

日常から防災に対する
意識を高め、予期せぬ
災害時に適切な対応
ができる体制作りをす
ることが必要。また、学
校としても校内の危険
個所の定期的な点検、
スクールバスの安全運
行といった意識を常に
持ち合わせる。

防災訓練（校内・校
外）、災害時の対応、
安全な教育環境、安全
なスクールバスの運行

学校独自の一斉配信
のシステムも確実なも
のにしなければならな
いが、法人として取り
組んでいる安否情報確
認システムもあまり機
能していないので、こ
の利用も視野に入れ、
情報伝達が確実にでき
る方策を検討する。

保護者の協力のもとに
メールアドレス登録を
行い、中学独自で保護
者に一斉配信のメール
を送れる環境を整備し
ているが、本年度も
100％保護者にメール
が配信できる環境にな
らなかった。

学校独自の一斉配信
のシステム及び法人が
作成した安否情報確認
システムに関する機能
性の改善については、
あまり見ることができな
かった。機能していな
いので、本校独自の一
斉配信システムについ
ても、機能はさせたも
のの、その使用は一部
にとどまった。

個々の生徒の成長段
階にあった学習指導や
生活指導を、家庭とも
連携を取りながら学年
部で計画し、それを中
学校全体で共有するこ
とで、学校全体で生徒
を育てるといった体制
の中での人間機養育
を実践する。

健全な高校生活をおく
れるような生徒への啓
発活動を行い、個々の
生徒へのサポート体制
を家庭との協力のもと
確立し、生徒理解に努
める。また自立した生
徒の育成のための支
援をする。

生徒への啓発活動、家
庭との連携、事前・事
後指導体制、人間教
育、生徒理解、基本的
な生活習慣の確立、自
立した生徒の諸活動

目的をもって実施して
いる会議体があるな
ら、そこでの情報の共
有化をすべく機能させ
ることが必要。ルーチ
ンで開催している会議
体で有意義な情報交
換がなされないのであ
れば、精査する。

中学内における生徒の
状況把握については、
ケースによっては、中
学教職員で指導する
理解ができており生徒
の成長を見たが、いま
だ各学年での個別対
応によるものが多く、
一丸となった指導体制
はまだ確立されなかっ
た。

運営委員会の前に実
施される中学部会にお
いて、各学年部の取り
組み、個々の生徒の情
報共有に関しては行う
ことができた。そして、
運営委員会において
は、中学が考える施策
として、高校の先生方
も交えて議論をするこ
とができた。


